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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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　定款第14条に基づき定時総会を次のとおり開催いたしますので、会員の皆様多数のご出
席をお願いします。
　なお、準備の都合上、出欠について、₅月19日（月）までに個別に送付した往復ハガキ（「出
欠報告・委任状」）にてご報告（ハガキを返送）ください。

公益社団法人埼玉県獣医師会第77回定時総会
並びに　埼玉県獣医師連盟総会開催

１．日時　令和₇年₆月₂日（月）
　　　　　午後₂時00分（受付 午後₁時から）
２．場所　�さいたま市「ホテルブリランテ武蔵野」
３．日程　
　⑴　開会のことば
　⑵　埼玉県獣医師会員憲章の唱和
　⑶　物故会員に対し黙祷
　⑷　会長あいさつ
　⑸　議長等選出
　⑹　議事録署名人および書記の指名
　⑺　議　事
　　報告事項 
　　令和₇年度事業計画および収支予算に関する件 
　　決議事項
　　第₁号議案　�令和₆年度事業報告の承認に関

する件

　　第₂号議案　令和₆年度決算の承認に関する件
　　第₃号議案　�令和₇年度会費（負担金）およ

び入会金（案）に関する件
　　第４号議案　�令和₇年度一時借入金の最高限

度額および借入・預入先金融機
関の決定に関する件

　　第₅号議案　令和₇年度役員報酬に関する件
　　第₆号議案　定款の改正について
　　第₇号議案　役員の選任に関する件
　　付帯決議
　⑻�　祝寿表彰および記念品贈呈・功労会員証の
　贈呈

　⑼　新入会員の紹介
　⑽　来賓祝辞
　⑾　来賓紹介
　⑿　祝電披露
　⒀　閉会のことば

１．日時
　　令和₇年₆月₂日（月）
　　午後₁時20分（受付　午後₁時から）
２．場所
　　さいたま市「ホテルブリランテ武蔵野」

３．日程
　⑴　開会
　⑵　理事長挨拶
　⑶　来賓祝辞
　⑷　議長選出
　⑸　議事
　　第１号議案　�令和₆年度事業報告および収支

決算書の承認に関する件
　　第₂号議案　�令和₇年事業計画および会費徴

収（案）に関する件
　　第₃号議案　役員の改選に関する件
　⑹　閉会

註１：�個別に送付した往復ハガキの議事につきまして、「第₆号議案　定款の改正について」が抜けており
ました。お詫びして訂正させていただきます。

註₂：総会終了後、来賓を交えて懇親会を開催致しますので多数ご参加願います。
　　　参加費　会員 10,000 円（立食ではなく出席者全員着席のビュッフェ形式で実施します。）

埼玉県獣医師連盟総会開催

公益社団法人埼玉県獣医師会第７7回定時総会開催

　前記の埼玉県獣医師会第77回定時総会開催に先
立ち令和₇年₆月₂日（月）午後₁時20分から、埼
玉県獣医師会総会会場（さいたま市「ホテルブリ
ランテ武蔵野」）において開催しますので関係会員
多数のご出席をお願いいたします。

定時総会通知
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【タイムスケジュール】（予定）

9:00 ～ 10:30 ～ 12:00 10:00 ～ 12:00 12:00 ～ 13:00 13:00 ～ 14:00 14:15 ～ 16:30 17:15 ～ 19:15

受　付
市民公開講座 三学会 昼　食 大　会

三学会
表彰式・交流会

災害動物支援セクション

動物用医薬品・機器等展示　　₈階　オーバーチュア　10：00 ～ 16：00

学　　　術

令和₇年度　関東・東京合同地区獣医師大会・三学会開催案内

区　分 関 東・ 東 京 合 同 地 区
獣 医 師 大 会 産業動物獣医学会 小 動 物 獣 医 学 会 獣医公衆衛生学会

日　時 令和₇年₉月₇日（日）
13：00 ～ 14：00

令和₇年₉月₇日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
午前の部　10：00 ～ 12：00　　午後の部　14：15 ～ 16：30

大会会長
分野別地
区学会長

関東地区獣医師会連合会
会長　笠松　豊乗

日本大学
堀北　哲也

日本獣医生命科学大学
原　　康

日本大学
壁谷　英則

会　場
アピオタワー館　　（山梨県中巨摩郡昭和町西条3600　　TEL：055-220-6111）

10階　慶翔の間 ₆階　サボイ ₄階吉光の間・祥華の間 ₆階　キャッスル

次　第

［大　会］
₁　 開会の辞
₂　黙祷
₃　大会会長挨拶
₄　獣医事功績者表彰
₅　受賞者代表謝辞
₆　来賓祝辞
₇　議長選出
₈　議　事
　⑴令和₆年度経過報告
　⑵議　案
₉　大会宣言
10　次期開催担当会長挨拶
11　閉会の辞

【市民公開講座】
「SFTSを中心としたダニ媒
介の人獣共通感染症」（予定）

10階 慶翔の間

【災害動物支援セクション】（予定）
10階　慶翔の間 

［表彰式・交流会］
17：15～19：15
10階　慶翔の間

主催　（公社）山梨県獣医師会

［三学会］
₁．開会の辞
₂．分野別地区学会長挨拶

₃．学会・発表

₄．審査委員会
₅．閉会の辞
₆．�優秀演題発表者表彰 

※�埼玉県獣医師会会員の参加費については本会にて負担します。
※�学会発表順序、演題は演者の都合により変わることがあります。
※�三学会は学術講演とともに、獣医師生涯研修事業のポイント取

得対象プログラムとして、参加者にポイントが付与されます。

【ランチョンセミナー】　検討中

［演題申込み要領］
₁．提出先：�公益社団法人山梨県獣

医師会
₂．演題申込・発表要旨提出期限
　　　　　令和₇年₆月13日（金）
₃．提出方法：�所属地方獣医師会を

経由
₄．演題：口演₈分/討論₂分
₅．原稿執筆要領：別紙
₆．�審査員：幹事・学識経験者の中

から地区学会長に選任された者
₇．参加費：6,000円（昼食・抄録代）
　　交流会：8,000円
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　本大会・学会への参加は、事前登録することとなっております。参加を希望される方は、₇月16日（水）
までに、下記事項（お知らせいただく内容）を埼玉県獣医師会事務局までお知らせください。当日登録も可
能ですが、極力、事前登録をお願いします。
　なお、「参加費（6,000円）」は本会が負担します。

≪お知らせいただく内容≫
・氏名
・所属支部
・�参加する学会（産業動物・小動物・公衆衛

生のうち主なもの一つ）

※：�申し込み後、ご都合が悪くなった場合
は早めにご連絡をお願いします。

≪連絡先≫
埼玉県獣医師会　事務局

住所：〒330-0835　さいたま市大宮区北袋町
　　　1-340（埼玉県農業共済会館内）
TEL：048-645-1906
FAX：048-645-1865
Eメール：s-vma@vesta.ocn.ne.jp

≪参加申込の方法≫

令和₇年度獣医学術関東・東京合同地区学会の発表演題の募集
　令和₇年度における当該地区学会の発表演題については、次頁の「令和₇年度獣医学術関東・東
京合同地区学会発表演題募集要領」により募集いたします。
１　発表演題の申込方法
　⑴�　発表演題の申込は、次の内容を、郵送・FAX又は電子メールで埼玉県獣医師会に提出して

下さい。
　　①発表学会名：（産業動物・小動物・獣医公衆衛生）
　　②発表者の氏名（フリガナ）
　　③所属先の名称
　　④演題名
　⑵�　発表要旨は、「₂　発表について」及び「₃　発表要旨の記述方法」に従い作成し、発表演題

の申込と同様に埼玉県獣医師会に電子メール添付等にてファイルを提出して下さい。

　　　【発表演題と発表要旨の提出先】］

　　　　　　　　

〒330－0835　さいたま市大宮区北袋町1－340
　　　　　　公益社団法人埼玉県獣医師会　事務局
　　　　　　TEL：048-645-1906　FAX：048-648-1865
　　　　　　E-mail：s-vma＠vesta.ocn.ne.jp

　⑶　発表演題申込書と発表要旨の提出締切
　　　発表演題の申込と発表要旨の埼玉県獣医師会への提出締切は下記のとおりといたします。
　　　　　【締切】　令和₇年₆月11日（水）　期限厳守
　⑷　発表用ファイルの作成と提出
　　�　発表用ファイルは「₄　発表用ファイルの作成方法および注意事項」に基づいて作成のうえ、
₈月₇日（木）までに指定送付先に直接送付してください。

２　発表について
　⑴　発表演題は、未発表であること。
　⑵　非会員発表者については、参加登録料等を別に定め参加の意向に配慮します。
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　⑶　 発表は、液晶プロジェクター（１台）による口演で行います。
　　　（時間の都合により紙上発表とすることがあります。）
　⑷　発表時間は、口演₈分、討論₂分の10分です。時間を厳守してください。
　⑸　発表には、学会で用意するパソコン、あるいはご自身のパソコンを使用してください。
　⑹�　発表用ファイルは、パワーポイントファイル（Microsoft Powerpoint 2010～2021、365.
pptx）により作成し、CD-R又はUSBメモリに保存したものあるいはメール添付、ファイル転
送サービスにて下記の締切日までに指定の宛先に送付してください。

　　　※�発表用ファイルの作成方法および発表上の注意事項、送付方法および宛先等については、
発表用ファイルの作成方法および注意事項をご参照ください。

　⑺　発表用ファイル提出締切日
　　　【締切】令和₇年₈月15日（金）必着のこと

３　発表要旨の記述方法
　⑴　Windows 版Microsoft Word を用い、別添の記入例を参考に作成してください。
　　用紙はA４版を使用して１頁とします（上下左右30mm程度余白をとる）。
　⑵�　演題（14ポイント、MSゴシック体、左寄せ）は一行目、一行空けて発表者の氏名（12ポイ

ント、MS明朝体、太字、右寄せ）、その下に所属（10.5ポイント、明朝体）を記入してください。
　　�　共同研究者があるときは、発表者には○印を付し、共同研究者全員の氏名の右上方に所属を
示すために下記の例のように番号をつけてください。

　　　例: ○茨城太郎1）　　　日本次郎2）　　　関東三郎3）

　⑶�　発表者所属（勤務先名等）は、共同研究者右肩に付した番号を書き、例₁のように記入して
所属を入れてください。勤務先名は例₂のように省略してください。

　　　例₁　発表者所属・県　₁）東部家保　₂）ＡＢ動物病院　₃）東大
　　　例₂　北海道大学→北大、日本大学→日大、日本獣医生命科学大学→日獣大
　　　　　　国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構動物衛生研究部門→動衛研、
　　　　　　○○県衛生研究所→○○県衛研、農林水産省動物検疫所→動検、
　　　　　　○○市生活衛生部食品衛生課→○○市食品衛生課
　　　　　　○○県環境農政部畜産課→○○県畜産課、
　　　　　　○○県食肉衛生検査所→○○県食肉衛検
　⑷�　本文の記述は、10ポイント、MS明朝体を使用し、1,000字以内にまとめてください。書き始
めは、発表者所属から１行（14ポイント）空けてください。

　　�　記述の見出しは、Ⅰ．はじめに、Ⅱ．材料及び方法、Ⅲ．成績、Ⅳ．考察の順で記載して下
さい。ただし、必ずしもこの見出しに限るものではありません。

　⑸　見出しの記号は、次の様式による。
　　　Ｉ　　   １　　   （１）　　   ア　　   （ア）　　   
　　　Ⅱ　　   １　　   （１）　　   ア　　   （ア）　　   
　⑹�　発表要旨の記載は、和文、口語体「である」調として、数字は算用数字を用い、度量換算は

メートル、単位は、km、cm、kgなどの記号を用いて下さい。人名、地名、学名などを英字で
記載する場合は、大文字、小文字、キャピタル、イタリック、ロマンなどの字体として下さい。
環境依存文字は使わないで下さい。

　⑺　記載上の用語は、次のように統一します。
　　我国→わが国、著者・筆者→演者、♂・♀→雄・雌、充分→十分、
　　胎児→胎子、洗滌→洗浄、₃ヶ月→₃カ月、仔牛→子牛、行なった→行った、₃才→₃歳
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　⑻　平仮名にするものは、いっぽう、したがって、および、～のような、～することができる。
　　　漢字にするものは、その他、次に、及ぶ、従う。
　⑼　図表等は、適宜本文中に挿入し、図１、表１のように表記して下さい。
　⑽�　図表、写真等の入稿はカラーでも結構ですが、抄録の印刷においては白黒となりますのでご

了解下さい。

４　発表用ファイルの作成方法および注意事項
　⑴　学会で用意するパソコンを使用する場合
　　ア�　発表用スライドは、Microsoft Windows上で作動する「Microsoft PowerPoint 2010～

2021,Power Point365」で作成し、送付用の記録媒体にはCD-RあるいはUSBメモリを使用し、
すべてのPCで読み出しができるように処理してください。なお、スライドサイズ指定は「４：
３」に設定してください。

　　　�　書体は標準的な書体を使用して下さい。また、下記仕様について、別紙、発表用ファイル
仕様書にご記入の上、発表用ファイル送付の際同封あるいは添付してください。

　　　・使用OS（例；Microsoft Windows 10）
　　　・�使用アプリケーション（ファイル形式・拡張子 例 ;Microsoft PowerPoint（2010～

2021,365.pptx）
　　　・動画の有無／動画再生のためのアプリケーションソフト

� ＜別添＞
記入例

【例示：講演要旨（1,000字）作成様式】
〇〇〇〇〇〇〇〇　　･･･演題名＜14ポイント、ゴシック体、左寄せ＞
空白一行＜14ポイント＞
･･･発表者＜12ポイント、明朝体、太字、右寄せ＞� 〇日獣太郎1）、日獣花子1）2）

･･･所属＜10.5ポイント、明朝体、右寄せ＞� １）○○動物病院・栃木県、２）△△大・栃木県
空白一行　<14ポイント>
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
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○○○○本文＜10ポイント、明朝体、1,000字以内＞
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　　　・音声出力の有無
　　　・データ容量
　　イ�　ファイルを保存した記録媒体には、学会名・演題名・所属名・発表者名・ファイル名・連

絡先を明記して、宅配便・ゆうパック等にて期限までに下記あて送付してください。
　　　（送料は自己負担にてお願いします。）送付された記録媒体は発表終了後に返却いたします。
　　ウ�　提出いただいたデータは原則変更できません。ただし、データの誤り等でやむを得ず差替

えの必要が生じた場合は₈月15日（金）までにお知らせください。
　　　　それ以降の変更はできませんのでご注意ください。
　　エ�　₈月15日（金）までにご送付のない場合は、当日ご自身のパソコンをご使用いただきます。

ご了解ください。

　　　　　　　　【発表用ファイルの送付先】

　⑵　ご自身のパソコンを使用する場合
　　�　各自のパソコンを直接プロジェクターに接続しますので、機種がHDMIの接続端子を備えて
いることをご確認ください。ご自身のパソコンを使用する場合も確認のため、発表用ファイル
を、発表用ファイル仕様書とともに上記送付先あて₈月15日（金）までにお送りください。

　　　当日は、必ず事前に動作確認を行ってください。
　　　※�HDMIの接続端子は、ミニHDMI（タイプC）及びマイクロHDMI（タイプD）は不可とな

りますのでご注意ください。
　⑶　その他
　　ア�　後日、お問い合わせする場合がありますので、発表用ファイル送付の際、連絡先を必ず明

記してください。
　　イ�　ワイド画面、35mmスライドサイズで作成された場合は画面が切れる場合があります。ご

注意下さい。
　　ウ　動作確認受付　₉月₇日（日）9：30～13：00
　　　学会当日、発表の60分前までには動作確認を行って下さい。
　　　なお、混み合うことが予想されますので、なるべくお早目にお済ませ下さい。

●発表演題申込書と発表要旨の提出先は異なりますのでご注意ください。

株式会社タスプ　担当者：箭内民生
〒174-0051　東京都板橋区小豆沢２－９－１９
　　　　　　TEL：03-5970-3990　FAX：03-5970-3997
　　　　　　E-mail：info@tasp.co.jp

6



7



8



9



第₃回総務委員会
　令和₇年₃月14日（金）午後₁時30分から、さいたま市「埼玉県農業共済会館」において次の事項を審議した。
₁　協議事項
　⑴　令和₆年度事業収支決算見込みについて
　　　現時点における収支決算の見込みについて報告し承認された。
　⑵　令和₇年度事業計画及び収支予算（案）について
　　　新年度予算における事業計画や事業内容、収支予算（案）などについて協議し承認された。
　⑶　その他

第₄回理事会
　令和₇年₃月24日（月）午後₁時30分から、埼玉県農業共済会館において次の事項を審議した。
₁　報告事項
　⑴　前理事会後開催された委員会等に関する件
　　　委員会等の概要について各委員長から報告された。
　⑵　業務執行理事職務執行状況に関する件
　　　業務執行理事からそれぞれの職務について執行状況が報告された。
₂　決議事項
　　第₁号議案　令和₇年度集合狂犬病予防注射実施者の承認に関する件
　　　　　　　　令和₇年度集合狂犬病予防注射実施者として申出のあった280名の全員が承認された。
　　第₂号議案　令和₇年度会費・開業会費免除者の承認に関する件
　　　　　　　　支部長から申請のあった₅名について会費、開業会費の免除が承認された。
₃　協議事項
　⑴　令和₆年度事業収支決算見込みに関する件
　　　現時点における収支決算の見込みについて報告し承認された。
　⑵　令和₇年度事業計画及び収支予算に関する件
　　　令和₇年度事業計画や事業内容、収支予算書などについて協議し、承認された。
　⑶　その他
　　　①　第77回定時総会について
　　　　　開催日時、開催場所、開催方法について協議し、決定した。
　　　②　埼玉県警からの協力依頼について
　　　　　埼玉県警から協力依頼について現在の進捗状況と今後の予定について協議した。
　　　③　開業会員の診療施設の経営状況に関する件
　　　　�　開業会員が企業に経営移譲した場合に管理者として残っていれば会員資格の変更は必要がないこ

とが確認された。
　　　④　会費未納者の会員資格喪失について
　　　　�　定款により₂年以上会費未納者は会員資格を消失することとなっている。長期間の所在不明者や

会費未納の会員について退会させることが承認された。
　　　⑤　役員改選及び外部理事、外部監事に関する件
　　　　�　役員改選の事務手続きを確認するとともに、外部理事、外部監事を迎えるにあたり、定款に規程

されている理事及び監事の人数を各1名増やすこととし、定款の改正について第77回定時総会に上
程することが承認された。

会務報告
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　　　⑥　役員選任規程について
　　　　�　現状の役員選任規程では外部理事及び外部監事を推薦することができないため、役員選任規程を

改正することが承認された。

第₅回理事会
　令和₇年₃月24日（月）午後₃時から、埼玉県農業共済会館において次の事項を審議した。
₁　決議事項
　　令和₇年度事業計画及び収支予算の承認に関する件
　�　令和₇年度の事業計画及び収支予算について、事業計画、収支予算書、同内訳表などを基に審議し、原
案のとおり可決決定された。

新聞紙上で狂犬病予防注射の徹底を啓発
　本会では犬の集合狂犬病予防注射の実施を控えた令和₇年₃月31日、新聞紙上において県民への意識啓発
を行うため、啓発記事を掲載しました。

� 埼玉新聞　令和₇年₃月31日掲載
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埼玉県獣医師会学術講習会（さいたま市支部担当）のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　　小1（1）　小2（6））

� さいたま市支部長　大澤　　健
学術委員会委員長　宗像俊太郎

さいたま市支部学術委員　滝沢　直樹

　さいたま市支部では令和₆年₇月1日（火）にさいたま市狂犬病予防協会との共催で大分大学グローカル感
染症センターの西園晃先生をお招きして狂犬病についての講義をしていただくことになりました。

日　時： 令和₇年₇月₁日（火）
　　　　14：00～15：30
場　所：ソニックシティ　₄階　４０４号室
　　　　埼玉県さいたま市大宮区桜木町１丁目７−５　
演　題：「（仮）狂犬病について」
講　師：大分大学グローカル感染症研究センター
　　　　センター長　西園 晃　先生
参加費：　埼玉県獣医師会会員　　無料
　　　　　会員以外の受講者　　5,000円

国道17号線

至東京

大宮そごう
歩
行
者
デ
ッ
キ

武蔵野銀行

アルシェ  DOM 丸井

至上尾

至上野 至上尾

JACK
大宮

西　口
JR 大宮

※大宮駅西口から徒歩3分

ソニック
　　ビル

ソニックシティ
ビル

予　　告
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の

輸
出

制
限

も
解

除
さ

れ
る

こ
と

に
つ

い
て

周

知
を

依
頼

さ
れ

た
も

の
で

す
。

つ
き

ま
し

て
は

、
貴

会
会

員
に

周
知

方
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

本
件

の
お

問
合

せ
先

公
益

社
団

法
人

日
本

獣
医

師
会

事
業

担
当

：
桒

野
、

松
岡
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事
務

連
絡

令
和

年
月

日

地
方

獣
医

師
会

会
長

各
位

公
益

社
団

法
人

日
本

獣
医

師
会

長
兼

専
務

理
事

境
政

公
益

社
団

法
人

日
本

獣
医

師
会

専
務

理
事

伏
見

啓
二

ママ
イイ
クク
ロロ
チチ
ッッ
ププ
装装
着着
等等
のの
義義
務務
化化
にに
係係
るる

自自
治治
体体
向向
けけ
ＱＱ
＆＆
ＡＡ
（（
第第
７７
版版
））
にに
つつ
いい
てて

こ
の

た
び

、
令

和
７

年
３

月
日

付
け

事
務

連
絡

に
よ

り
環

境
省

自
然

環
境

局

総
務

課
動

物
愛

護
管

理
室

か
ら

別
紙

の
と

お
り

「
マ

イ
ク

ロ
チ

ッ
プ

の
装

着
等

の

義
務

化
に

係
る

自
治

体
向

け
Ｑ

＆
Ａ

（
第

７
版

）
」

を
作

成
し

、
都

道
府

県
及

び
政

令
指

定
都

市
あ

て
に

通
知

し
た

旨
、

本
会

に
情

報
提

供
が

あ
り

ま
し

た
の

で
お

知

ら
せ

し
ま

す
。

当
該

Ｑ
＆

Ａ
の

５
－

⑦
か

ら
５

－
⑨

の
内

容
に

つ
い

て
は

、
「

令
和

６
年

の
地

方

か
ら

の
提

案
等

に
関

す
る

対
応

方
針

」
（

令
和

６
年

月
日

地
方

分
権

改
革

推

進
本

部
決

定
）

に
基

づ
き

整
理

し
た

と
の

こ
と

で
す

。

貴
会

関
係

者
へ

の
周

知
方

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

本
件

の
お

問
合

せ
先

公
益

社
団

法
人

日
本

獣
医

師
会

事
業

担
当

：
岡

本

※
別
紙
省
略
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事
務

連
絡

令
和

年
月

日

地
方

獣
医

師
会

会
長

各
位

公
益

社
団

法
人

日
本

獣
医

師
会

長
兼

専
務

理
事

境
政

公
益

社
団

法
人

日
本

獣
医

師
会

専
務

理
事

伏
見

啓
二

動動
物物
虐虐
待待
等等
にに
関関
すす
るる
対対
応応
ガガ
イイ
ドド
ララ
イイ
ンン
のの
改改
訂訂
にに
つつ
いい
てて

こ
の

た
び

、
令

和
７

年
３

月
日

付
け

事
務

連
絡

に
よ

り
環

境
省

自
然

環
境

局

総
務

課
動

物
愛

護
管

理
室

か
ら

別
紙

の
と

お
り

「
動

物
虐

待
等

に
関

す
る

対
応

ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
改

訂
し

、
地

方
公

共
団

体
動

物
愛

護
管

理
部

局
あ

て
に

通
知

し

た
旨

、
本

会
に

情
報

提
供

が
あ

り
ま

し
た

の
で

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

本
改

訂
で

は
、

行
政

の
現

場
に

お
い

て
よ

り
円

滑
か

つ
効

果
的

に
対

応
が

実
施

さ
れ

る
よ

う
、

多
頭

飼
育

の
評

価
方

法
や

動
物

虐
待

等
事

案
１

次
ス

ク
リ

ー
ニ

ン

グ
対

応
の

ポ
イ

ン
ト

の
動

画
の

新
規

掲
載

な
ど

を
行

っ
た

と
の

こ
と

で
す

。

つ
き

ま
し

て
は

、
貴

会
関

係
者

へ
の

周
知

方
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

本
件

の
お

問
合

せ
先

公
益

社
団

法
人

日
本

獣
医

師
会

事
業

担
当

：
岡

本

7
日

獣
発

第
5

号

令
和

7
年

4
月

1
日

地
方
獣
医
師
会
会
長

各
位

公
益
社
団
法
人

日
本

獣
医

師
会

会
長

藏
内

勇
夫

（
公

印
及

び
契

印
の

押
印

は
省

略
）

「
農
場
管
理
認
定
獣
医
師
」
の
輩
出
に
つ
い
て

平
素
か
ら
本
会
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
本
会
で
は
農
場
管
理
獣
医
師
に
必
要
と
さ
れ
る
関
係
法
令
や
知
識
・
技
術
だ
け
で

な
く
、
高
度
な
生
産
獣
医
療
や
高
度
獣
医
療
に
関
す
る
最
新
の
知
識
・
技
術
を
習
得
し
、
こ
れ

を
活
用
し
て
広
く
現
場
で
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
「
農
場
管
理
認
定
獣
医
師
」
を
認
定
す
る

制
度
を
こ
れ
ま
で
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
１
月

25
日
、
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
実
施
い
た
し
ま
し
た
「
第
１
回
農
場
管
理
認
定
獣
医
師
認
定
試
験
」
の
結
果
を
受
け
、
こ
の

た
び
別
紙
の
と
お
り
７
名
（
乳
牛
：
５
名
、
肉
牛
：
２
名
）
の
農
場
管
理
認
定
獣
医
師
が
誕
生

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
報
告
い
た
し
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
「
農
場
管
理
認
定
獣
医
師
」
に
よ
っ
て
我
が
国
の
農
場
に
お
け
る
飼
養
衛
生

管
理
が
向
上
し
、
農
場
に
お
け
る
疾
病
の
早
期
発
見
や
ま
ん
延
防
止
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
産
業
動
物
獣
医
師
の
地
位
向
上
や
処
遇
・
改
善
を
目
指

し
て
本
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
件
に
関
す
る
問
合
せ

日
本
獣
医
師
会
事
務
局
（
担
当
：
守
尾
）

E-
ma
il
. 
fm
v@
j-
ve
t.
jp

Te
l.
 0
3-
34
75
-1
60
1

※
別
紙
省
略
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兼

専
務
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事
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公
益

社
団

法
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日
本

獣
医

師
会

専
務

理
事

伏
見

啓
二

愛愛
玩玩
動動
物物
看看
護護
師師
のの
現現
況況
調調
査査
のの
実実
施施
にに
つつ
いい
てて

こ
の

た
び

、
令

和
７

年
３

月
日

付
け

で
農

林
水

産
省

消
費

・
安

全
局

畜
水

産

安
全

管
理

課
か

ら
、

別
紙

の
と

お
り

愛
玩

動
物

看
護

師
の

現
況

調
査

に
つ

い
て

結

果
の

取
り

ま
と

め
を

公
表

し
た

旨
、

本
会

に
情

報
提

供
が

あ
り

ま
し

た
の

で
お

知

ら
せ

い
た

し
ま

す
。

つ
き

ま
し

て
は

、
貴

会
関

係
者

へ
の

周
知

方
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

【
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問
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本
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
４月
５月
６月

₇月₁日（火）

さいたま市
「（仮）狂犬病について」
大分大学グローカル感染症研究センター　
　西園　晃　先生

（さいたま市　ソニックシティ）

８月₃日（日）

西支部
「猫のコロナウイルス感染症の診断から治
療まで」
　北里大学　高野友美　先生

（川越市　ウェスタ川越）

９月₇日（日） 令和₇年度　関東・東京合同地区獣医師大会（山梨）獣医学術関東・東京合同地区学会
（中巨摩郡昭和町　アピオタワー館）

１0月
１１月
１2月

令和₈年
₁月

農林支部
令和₇年度埼玉県家畜保健衛
生業績発表会

（場所　未定）

₂月
衛生支部
　健康福祉研究発表会
　食肉衛生技術研修会

３月
₄月24日（火）
　～26日（金）

令和₇年度  日本獣医師会獣医学術学会年次大会
（東京都　東京国際フォーラム）

令和₇年度埼玉県獣医師会学術広報版
（令和₇年₄月20日現在）
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事　務　局　メ　モ

令和₇年

₄月13日 第₁回関東・東京合同地区理事会・幹事
会（山梨県甲府市　山梨県農済会館）

₅月13日 監査会（さいたま市　埼玉県農業共済会
館）

₅月13日 第₁回獣医事調査委員会

₅月18日 南支部総会（さいたま市　浦和ワシント
ンホテル）

₅月20日 埼玉県畜産会第₁回理事会（熊谷市　ホ
テルヘリテイジ）

₅月21日 北支部総会（深谷市　埼玉グランドホテ
ル深谷）

₅月22日 第₁回総務委員会（さいたま市　レイ
ボックホール）

₅月25日 東支部総会（越谷市　越谷サンシティ）

₅月25日 さいたま市支部総会（さいたま市ホテル
ブリランテ武蔵野）

₅月26日 西支部総会（東松山市　紫雲閣東松山）

₅月28日 第₁回理事会（さいたま市　埼玉県農業
共済会館）

₆月₂日 埼玉県獣医師会第77回定時総会（予定：
さいたま市　ホテルブリランテ武蔵野）

₆月13日 埼玉県畜産会第70回通常総会（熊谷市　
ホテルヘリテイジ）

₆月25日 日本獣医師会第82回通常総会（東京都港
区　明治記念館）

₇月₆日 第₂回関東・東京合同地区理事会・幹事
会（山梨県甲府市　山梨県農済会館）

₇月11日 全国獣医師会事務事業推進会議（東京都
港区　明治記念館）

₈月₃日 北支部研修会・納涼会（場所未定）

₉月₇日 関東・東京合同地区獣医師大会・三学会
（山梨県甲府市　アピオタワー館）

11月14日 全国獣医師会会長会議（東京都港区　明
治記念館）

11月15日 動物感謝デー in JAPAN（東京都台東区
上野恩賜公園）

令和₈年

₂月15日 第₁回関東・東京合同地区理事会（山梨
県笛吹市　石和温泉慶山）

₄月21日
　～24日

第41回世界獣医師大会（東京都千代田区
　東京国際フォーラム）
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編　集　後　記

新年度となり、開業、勤務、賛助をはじめと

する会員の皆様は新たな気持ちで職務に邁進さ

れていることと思います。

産業動物にかかわる獣医師は患畜を前にした

とき、まず初めに伝染病であるか否か、感染症

かそれ以外かを考えます。往診依頼を受けた時

の話の内容によっては、患畜を診る前に家畜保

健衛生所に連絡を取らなければならないことも

あります。

海外に目を向けると、アメリカでは鶏に加え

て牛での鳥インフルエンザ発生があり、韓国で

は養牛農家14戸、養豚農家₅戸で口蹄疫が発生

しました。またアフリカ豚熱の発生もありまし

た。一方、日本では高病原性鳥インフルエンザ

により今シーズン14道県51例932万羽が処分され

ました。最近ではアザラシやラッコでの感染が

報道されておりました。また、日本で断続的に

発生している豚熱に関しては、野生イノシシ間

で感染が持続していることから撲滅は難しいと

の考えが一般的です。

昨年11月にわが国で初めて確認されたラン

ピースキン病ですがワクチンの接種は当初の目

標頭数に達していないようです。理由としては

届け出伝染病であるがゆえ、自主淘汰に補償が

ないことやワクチンの接種に強制力がないこと

が挙げられます。

発生後、冬に向かったので一応終息したよう

ですが、これから暖かい季節を迎え、越冬した

吸血昆虫による被害が懸念されるところです。

畜産農家は吸血昆虫（特にサシバエ）対策に力を

入れているようですが、淘汰の補償など省令等

で何らかの強制力を持たせた対策をとらないと

家畜保健衛生所の指導には限界があると感じま

した。次の流行期に向けて感染が拡大しないよ

うに万全の対策を望む次第です。

さて、年初来アメリカのトランプ政権による

関税の影響で世界経済が揺れており、日本にお

いても先の見通せない昨今ですが、牛肉に関し

てはBSE対策における特定部位の除去を日本の

非関税障壁と考えているようです。畜産物を日

本から世界に向けて輸出する場合の非関税障壁

は、例えば「特定の成分を含む薬剤が生まれてか

ら使用されていないこと」や「その農場の全頭検

査の結果、牛白血病陰性となってから₈か月以

上経過したこと」「ヨーネ病がないこと」などがあ

り、個々の輸入国が求めるいくつもの条件を満

たす必要があります。

そのため現在日本では農場の衛生状況や個体

ごとの薬剤の使用状況などのデータ蓄積のシス

テムを構築中です。畜産の現場では、家畜伝染

病対策、薬剤耐性対策、食の安全の担保などに

ついて、監視機関であり指導機関である家畜保

健衛生所の果たす役割は大きく、畜産農場の情

報を集約し、関係者による最新の情報の見える

化が必要とされており、飼養衛生管理支援シス

テム（仮）の運用につながっていくと思われます。

そうなって初めて国ごとに違う輸入時の基準（禁

止薬剤や衛生状況）等に合わせた畜産物の輸出が

可能となっていくと思われます。今後、畜産の

発展には家畜保健衛生所の充実が益々必要にな

ると思う次第です。

� （燕雀）
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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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